
頭部血管手術において、タブレット端末で患部の位置を照合するためのARアプリ
ケーションです。
基準点にマーカーを設置して位置合わせし、患部に3Dモデルを重ねて表示します。
基準点にドイツ水平線を用いることで、仮想空間と現実空間の位置ずれを解消して
います。
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脳外科手術における
患部提示ARアプリケーション

AR・医療

キーワード： AR（拡張現実）、手術支援、UI・UX、アプリ開発

◆応用分野：口腔外科手術、頭部以外の手術の印付け

➢ 3Dプリンターなど専用機器が不要、コスト軽減
➢ プロセスの簡略化により、導入の負担減
➢ 術前のシミュレーションや患者への説明にも利用可能
➢ 様々な角度から構造を確認可能

研究室 紹介動画

◆操作画面
◯ドイツ水平線とは
頭部CTに使用
眼窩下縁と外耳孔上縁を結ぶ線

基準点にマーカーを設置し

位置情報を取得

計算した位置に

血管モデルを表示

基準点

基準点の位置
３〜５点の
中点★を計算

印刷

モデルを設置するべき
基準値を実際にモデルに
印刷し、誤差を測定

3Dモデルの設置座標を表示
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